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第二類　数理系コース（中等教育科学（数学）プログラム）

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) コミュニケーション上級英語 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ(注5) 1 選択必修 ○

ベーシック外国語Ⅱ(注5) 1 選択必修 ○

ベーシック外国語Ⅲ(注5) 1 自由選択 ○

ベーシック外国語Ⅳ(注5) 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択

情報・データ科学入門 2 必修 ○

(注6) 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

0 1又は2

線形代数学Ⅰ 2 ○

線形代数学Ⅱ 2 ○

微分積分学Ⅰ 2 ○

微分積分学Ⅱ 2 ○

8 (注7） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

42

ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

4

・情報・データサイエンス科目の「教育のためのデータサイエンス」の履修により修得した単位を，卒業に必
要な「領域科目（自然科学系科目群）」の単位に代えることができる。

・履修基準表で指定されていない基盤科目の単位を算入することができる。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ｉ・Ⅱ・Ⅲ」
の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試
験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国
語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

注4： ・専門分野以外の分野から履修することが望ましい。なお，教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲
法」の2単位を修得する必要がある。

8 必修

計

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

健康スポーツ科目

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

2

(0)

(0) 自由選択

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

4 選択必修

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

上記4科目から2科目以上

自由選択科目

教
養
教
育
科
目

共
通
科
目

外
国
語
科
目

初修外国語

社会連携科目

基盤科目

平和科目
大
学
教
育
基
礎
科
目

大学教育入門

教養ゼミ

領域科目

英
語
 

(

注
２

)

コミュニケーショ
ン基礎

情報・データサイエンス科目

注5：

注6： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじ
めるプログラミング」を対象とする。

注7： 領域科目，外国語科目，基盤科目を対象とする。



学 部 履 修 基 準 

 

第 二 類（科学文化教育系） 

○ 数理系コース（中等教育科学（数学）プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 

平  和  科  目  ２ 

４２ 

大学教育基礎科目 
大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ２ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

基  盤  科  目  ８ 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 ２４ 

８６ 

専 門 科 目 １８ 

専 門 選 択 科 目 
３８ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

 

 



専 門 教 育 科 目 履 修 基 準 

第 二 類  数 理 系 コ ー ス（中等教育科学（数学）プログラム） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専
門
基
礎
科
目 

Ⅰ 数学教育学 ６ 

２４ 数 理 系 コ ー ス 

Ⅱ 代数学 ４ 

Ⅲ 幾何学 ４ 

Ⅳ 解析学 ４ 

Ⅴ 確率論・統計学 ２ 

Ⅵ コンピュータ ４ 

専  門  科  目 １８ 

教 育 学 部 ほ か 専 門 選 択 科 目 
３８ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 数 理 系 コ ー ス 

 

＜履修上の注意＞ 

 １． 『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，38 単位まで認める。 

２． 教職実践演習（中･高）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で中・

高等学校教育実習Ⅰ又はⅡの単位を修得していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターま

でに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであること

を条件に，履修を認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第二類 数理系コース（中等教育科学（数学）プログラム）                                

開設単位数欄の○印数字は必修 

                                履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免 許 法 該 当 科 目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

基

礎

科

目 

Ⅰ 

数学教育学概論Ⅰ ②   ○      教科の指導法（数学）  

数学教育学概論Ⅱ ②    ○      〃  

数学教育方法論 ②  ○        〃  

Ⅱ 
代数学概論 ②   ○      代数学  

代数学概論演習 ②    ○      〃  

Ⅲ 
幾何学概論 ②   ○      幾何学  

幾何学概論演習 ②    ○      〃  

Ⅳ 
解析学概論 ②   ○      解析学  

解析学概論演習 ②    ○      〃  

Ⅴ 数理統計学概論 ②   ○      「確率論、統計学」  

Ⅵ 
コンピュータ基礎演習Ⅰ ②   ○      コンピュータ  

コンピュータ基礎演習Ⅱ ②   ○       〃  

専

門

科

目 

Ⅰ 

数学教育カリキュラム論 ２     ○    教科の指導法（数学）  

数学教育史 ２       ○  大学が独自に設定する科目  

数学教育学研究 ２      ○   教科の指導法（数学）  

Ⅱ 

代数学研究法Ⅰ ２     ○    代数学  

代数学Ａ ２       ○   〃 理学部 

代数学Ｂ ２        ○  〃 理学部 

代数内容研究 ２      ○    〃  

Ⅲ 

幾何学研究法Ⅰ ２     ○    幾何学  

幾何学研究法Ⅱ ２      ○    〃  

幾何学Ａ ２       ○   〃 理学部 

幾何学Ｂ ２        ○  〃 理学部 

幾何内容研究 ２      ○    〃  

Ⅳ 

解析学研究法Ⅰ ２     ○    解析学  

解析学研究法Ⅱ ２      ○    〃  

解析学Ａ ２       ○   〃 理学部 

解析学Ｃ ２        ○  〃 理学部 

解析内容研究 ２      ○    〃  

Ⅴ 

確率・統計Ａ ２     ○    「確率論、統計学」 理学部 

確率・統計Ｂ ２      ○    〃 理学部 

統計的検定 ２     ○     〃 情報科学部 

推測統計学 ２     ○     〃 情報科学部 



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免 許 法 該 当 科 目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専

門

選

択

科

目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。） 

 

教育の思想と原理 ２   ○      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安全



中等教育科学（数学）プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1) 数学教育の原理に関する基本的な知識を理解する。
数学教育の原理に関する基本的な知識を有機的に関連付け
て体系的に理解し，応用できる。

数学教育の原理に関する基本的な知識を有機的に関連
付けて体系的に理解している。

数学教育の原理に関する基本的な知識を理解している。

(2) 数学教育の方法に関する基本的な知識を理解する。
数学教育の方法に関する基本的な知識を有機的に関連付け
て体系的に理解し，応用できる。

数学教育の方法に関する基本的な知識を有機的に関連
付けて体系的に理解している。

数学教育の方法に関する基本的な知識を理解している。

(3) 数学教育の教科内容に関する基本的な知識を理解する。
数学教育の教科内容に関する基本的な知識を数学の理論と有
機的に関連付けて理解し，応用できる。

数学教育の教科内容に関する基本的な知識を数学の理
論と関連付けて系統的に理解している。

数学教育の教科内容に関する基本的な知識を理解して
いる。

(1)
数学教育の原理や方法に関する文献や資料を収集し，読
解したり分析したりすることができる。

数学教育の原理や方法に関する文献や資料を主体的に収集
し，的確に読解したり分析したりして，その価値や課題を批判的
に検討することができる。

数学教育の原理や方法に関する文献や資料を収集し，的
確に読解したり分析したりして，その価値や課題を検討す
ることができる。

数学教育の原理や方法に関する文献や資料を収集し，的
確に読解したり分析したりすることができる。

(2)
数学教育の原理や方法に関して，理論と実践の観点から
分析・検討することができる。

数学教育の原理や方法に関して，理論と実践の統合の観点か
ら批判的に分析・検討し，理論の改良や実践の改善に対する
提案をすることができる。

数学教育の原理や方法に関して，理論と実践の統合の観
点から批判的に分析・検討することができる。

数学教育の原理や方法に関して，理論と実践を関連付け
て分析・検討することができる。

(3)
数学教育の代数，幾何，解析，統計，コンピュータなどの
教科内容に関する数学的な思考力を身に付け，活用する
ことができる。

数学教育の代数，幾何，解析，確率・統計，コンピュータなどの
発展的内容についても数学的思考を働かせることができ，それ
らを種々の問題解決や教材開発などの場面に活用できる。

数学教育の代数，幾何，解析，確率・統計，コンピュータ
などの基礎的内容を理解し，それらに関する数学的思考
を働かせることができる。

数学教育の代数，幾何，解析，確率・統計，コンピュータ
などの基礎的内容を理解し，それらに関する基本的な問
題を解決することができる。

(4)
数学教育のカリキュラムや評価，教材を分析し，デザイン
することができる。

数学教育のカリキュラムや評価，教材を批判的に分析し，適切
にデザインすることができる。

数学教育のカリキュラムや評価，教材を的確に分析し，デ
ザインすることができる。

数学教育のカリキュラムや評価，教材を分析し，デザイン
することができる。

(5)
中等数学科授業を観察・分析し，学習指導案を作成する
ことができる。

中等数学科授業を批判的に観察・分析し，明確な意図をもった
綿密な学習指導案を作成することができる。

中等数学科授業を明確な視点をもって観察・分析し，綿密
な学習指導案を作成することができる。

中等数学科授業を観察・分析し，学習指導案を作成する
ことができる。

(6)
中等数学科内容について，その数学的な背景や位置付
けを考え，教材を開発することができる。

中等数学科内容について，その数学的な背景や位置付けを関
連付けて考え，体系的な教材を開発することができる。

中等数学科内容について，その数学的な背景や位置付
けを関連付けて考え，教材を開発することができる。

中等数学科内容について，その数学的な背景や位置付
けを考え，教材を工夫することができる。

(1)
数学教育の原理や方法，内容に関する知識・技能を総合
して，数学教育に関する課題について文献や資料を調
べ，探求することができる。

数学教育の原理や方法，内容に関する知識・技能を総合して，
数学教育に関する課題についての研究を計画・構想し，文献
や資料を主体的に調べ，自ら探求することができる。

数学教育の原理や方法，内容に関する知識・技能を総合
して，数学教育に関する課題についての研究を計画・構
想し，文献や資料を調べ，探求することができる。

数学教育の原理や方法，内容に関する知識・技能を総合
して，数学教育に関する課題について文献や資料を調
べ，探求することができる。

(2)
授業やゼミナール，研究発表などにおいて，相互のコミュ
ニケーションを行い，論点を整理して，プレゼンテーション
をすることができる。

授業やゼミナール，研究発表などにおいて，相互のコミュニ
ケーションを十分に行い，論点を論理的に捉え，要領よく整理
して，明確なプレゼンテーションをすることができる。

授業やゼミナール，研究発表などにおいて，相互のコミュ
ニケーションを行い，論点を論理的に捉え整理して，明確
なプレゼンテーションをすることができる。

授業やゼミナール，研究発表などにおいて，相互のコミュ
ニケーションを行い，論点を整理して，プレゼンテーション
をすることができる。

(3)
数学教育に対する資質や数学的な能力を高め，それらを
数学教育の実践に生かすことができる。

数学教育に対する資質や数学的な能力を主体的に高め，それ
らを数学教育の実践に積極的に生かすことができる。
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教養教育科目 平和科目 2 選択必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 8 選択必修 1-4セメ 100 1 100

教養教育科目 英語 4 選択必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 初修外国語 2 選択必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データサイエンス科目 4 選択必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 基盤科目 8 必修 1-2セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 数学教育学概論Ⅰ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 数学教育学概論Ⅱ 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 数学教育方法論 2 必修 ２セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 代数学概論 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 代数学概論演習 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 幾何学概論 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 幾何学概論演習 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 解析学概論 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 解析学概論演習 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 数理統計学概論 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 コンピュータ基礎演習Ⅰ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門基礎科目 コンピュータ基礎演習Ⅱ 2 必修 ３セメ 50 1 50 1 100

専門科目 数学教育カリキュラム論 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門科目 数学教育史 2 選択必修 ７セメ 50 1 50 1 100

専門科目 数学教育学研究 2 選択必修 ６セメ 34 1 33 1 33 1 100

専門科目 代数学研究法Ⅰ 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門科目 代数内容研究 2 選択必修 ６セメ 34 1 33 1 33 1 100

専門科目 幾何学研究法Ⅰ 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門科目 幾何学研究法Ⅱ 2 選択必修 ６セメ 50 1 50 1 100

専門科目 幾何内容研究 2 選択必修 ６セメ 34 1 33 1 33 1 100

専門科目 解析学研究法Ⅰ 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門科目 解析学研究法Ⅱ 2 選択必修 ６セメ 50 1 50 1 100

専門科目 解析内容研究 2 選択必修 ６セメ 34 1 33 1 33 1 100

卒業研究 数学教育実践研究 2 ７セメ 34 1 33 1 33 1 100

卒業研究 代数教育内容研究 2 ７セメ 34 1 33 1 33 1 100

卒業研究 幾何教育内容研究 2 ７セメ 34 1 33 1 33 1 100

卒業研究 解析教育内容研究 2 ７セメ 34 1 33 1 33 1 100

卒業研究 卒業論文 4 必修 34 1 33 1 33 1 100

別紙３

科目中の
評価項
目の総加
重値

知識・理解 能力・技能

(3) (4) (5) (6) (2) (3)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期
(1)

評　価　項　目

いずれか１
つ必修

総合的な力

(1) (2) (3) (1) (2)
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別紙５ 

中 等 教 育 科 学 （ 数 学 ）

プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト  
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

池 畠  良 教授 7083 
教育学部 C
棟８０７ 

ikehatar@ 

小 山  正 孝 教授 6805 
教育学部 C
棟８０５ 

mkoyama@ 

下 村  哲 教授 6808 
教育学部 C
棟８１４ 

tshimo@ 

寺 垣 内  政 一 教授 7079 
教育学部 C
棟８０３ 

teragai@ 

影 山  和 也 准教授 7082 
教育学部 C
棟８０６ 

kkageya@ 

北 䑓  如 法 講師 7080 
教育学部 C
棟８０４ 

nyoho@ 

※E-mail アドレスは「@」のあとに、「hiroshima-u.ac.jp」を付けて送信してください。 
※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
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